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東 
京

国    
賀    
会

近 
畿

国    
賀    

会

　

発
足
は
、昭
和
63
年
頃
。
三
度
の
大
浜
氏
、

赤
ノ
江
の
長
府
氏
ら
先
輩
数
名
が
発
起
人
と

な
り
、
東
京
都
を
中
心
に
神
奈
川
県
、
千
葉

県
、
埼
玉
県
な
ど
関
東
地
方
に
在
住
の
西
ノ

島
町
出
身
者
に
声
を
か
け
「
東
京
国
賀
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。

　

以
後
２
年
に
１
度
の
総
会
と
懇
親
会
を
重

ね
て
、
徐
々
に
会
員
を
増
や
し
来
年
度
は
節

目
の
第
15
回
（
30
年
）
大
会
に
至
る
。

　

２
年
に
１
回
の
総
会
と
懇
親
会
を
開
催
。

　

島
根
県
東
京
事
務
所
が
行
う
活
動
に
協
力

し
た
り
、
島
根
県
が
東
京
で
行
う
「
竹
島
問

題
集
会
」
や
「
東
京
隠
岐
会
」
に
積
極
的
に

参
加
。

　

ま
た
、
西
ノ
島
町
が
東
京
で
開
催
す
る
行
事

に
協
力
し
、
会
員
が
事
あ
る
ご
と
に
隠
岐
・

西
ノ
島
（
特
に
国
賀
海
岸
の
絶
景
）
を
宣
伝
。

　

近
年
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
理
解
を

求
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
協
力
を

し
て
く
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
る
。

初
代
会
長　

大
浜　

貢
也
氏
（
三
度
出
身
）

二
代
目
会
長　

上
田　

郁
郎
氏（
浦
郷
出
身
）

三
代
目
会
長　

米
島　

宏
二
氏（
浦
郷
出
身
）

四
代
目
会
長　

佐
藤　
　

剛
氏（
珍
崎
出
身
）
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当
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友
人
及
び
隠
岐
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。
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会
の
原
型
が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和
28
年
頃
。

　

昭
和
35
年
11
月
22
日
に
正
式
に
国
賀
会
総

会
を
開
催
し
、
会
則
を
施
行
す
る
。

　

途
中
、
事
情
に
よ
り
総
会
の
開
催
が
行
え

な
い
年
も
あ
っ
た
が
、
今
年
度
、
節
目
で
あ

る
50
回
目
の
総
会
を
開
催
。

　

年
間
10
回
に
渡
り
役
員
会
を
開
催
。
次
回
総

会
会
場
の
選
定
、
参
加
者
（
特
に
若
者
）
を
増

や
す
た
め
の
協
議
を
行
う
。
理
事
候
補
者
や
新

規
会
員
等
の
情
報
交
換
を
行
う
。

　

色
々
な
場
面
で
西
ノ
島
町
の
P
R
・
宣

伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

初
代
会
長　
　

小
泉　

喜
一
氏

　

二
代
目
会
長　

篠
木　

伊
勢
雄
氏

　

三
代
目
会
長　

玉
木　

氏

　

四
代
目
会
長　

吉
本　

義
信
氏

　

五
代
目
会
長　

三
沢　

悦
夫
氏

　

六
代
目
会
長　

藤
田　

武
夫
氏

　

七
代
目
会
長　

松
谷　

廣
信
氏（
大
山
出
身
）

　

八
代
目
会
長　

奥
本　

晃
久
氏（
三
度
出
身
）

　

こ
こ
数
年
は
７
５
０
名
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。

【
入
会
資
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】

①
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地
方
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す
る
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町
出
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と
そ
の
配
偶
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、
子
供
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右
記
の
友
人
及
び
隠
岐
に
興
味
が
あ
る
方

【
入
会
方
法
】

文
章
や
口
頭
で
住
所
氏
名
を
申
し
出
。
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現
在
、
国
賀
会
は
近
年
若
い
人
の
入
会
が

少
な
く
、
先
々
の
会
の
存
続
が
不
安
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

同
じ
都
会
に
住
む
西
ノ
島
町
出
郷
者
が
、

年
代
関
係
な
く
集
ま
れ
る
場
は
他
に
少
な

く
、
西
ノ
島
町
の
思
い
出
話
や
情
報
交
換
が

出
来
た
り
、
と
て
も
貴
重
な
場
で
す
。

　

東
京
国
賀
会
四
代
目
会
長
で
あ
る
佐
藤
会
長
は

じ
め
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
総
会
や
懇
親
会
の
時
な

ど
、
参
加
者
の
お
子
さ
ん
に
声
を
か
け
た
り
、
そ

の
友
人
に
候
補
者
が
い
な
い
か
な
ど
、
機
会
を
見

つ
け
て
は
協
力
を
求
め
た
り
、
積
極
的
に
声
か
け

し
、
入
会
へ
の
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
へ
の
入
会
促
進
を
積
極
的
に

　

昭
和
28
年
の
発
足
か
ら
、
今
年
、
第
50
回

の
総
会
・
懇
親
会
を
迎
え
た
近
畿
国
賀
会
。

　

東
京
国
賀
会
と
同
様
に
、
若
手
不
足
に
悩

ん
で
い
る
の
が
現
状
で
、
近
畿
国
賀
会 

八

代
目
会
長
で
あ
る
奥
本
会
長
は
、「
特
に
、

西
ノ
島
中
学
校
卒
業
生
で
若
い
人
が
役
員
に

な
っ
て
く
れ
る
と
、若
者
の
意
見
に
よ
っ
て
、

会
が
活
性
化
し
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
り

と
、国
賀
会
に
参
加
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。

歴
史
あ
る
国
賀
会
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
、

色
々
な
方
と
手
を
取
り
合
っ
て
築
き
上
げ
て

い
き
た
い
。」と
語
ら
れ
ま
す
。
先
人
が
伝
え
、

守
り
続
け
て
き
た
国
賀
会
の
存
続
へ
の
道
筋

を
模
索
し
て
い
る
奥
本
会
長
か
ら
は
、
国
賀

会
に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
近
畿
国
賀
会
を

　
　
こ
れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
た
い

東
京
・
近
畿
国
賀
会
の
両
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
第
14
回
東
京
国
賀
会
の
懇
親
会
の
催
し

物
で
行
わ
れ
た
、
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
隠
岐
島
前
神
楽
」
は
、
地
元

の
方
は
も
ち
ろ
ん
来
賓
の
方
々
か
ら
も
大
変

好
評
で
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
見
れ

た
と
、
数
々
の
賞
賛
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。」

節
目
の
第
15
回
総
会
に
向
け
て

　

そ
の
よ
う
に
、佐
藤
会
長
は
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

　

次
回
、
２
０
１
６
年
に
開
催
予
定
で
あ
る
、

節
目
の
第
15
回
総
会
・
懇
親
会
に
向
け
、「
参

加
者
を
集
い
、
こ
れ
ま
で
の
会
以
上
に
素
晴

ら
し
い
総
会
・
懇
親
会
に
し
た
い
。」
と
、
次

の
国
賀
会
に
向
け
、
先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

故
郷
・
西
ノ
島
に
お
も
う
こ
と

　

佐
藤
会
長
が
、
西
ノ
島
町
を
離
れ
、
約

50
年
の
月
日
が
経
ち
、
昔
と
今
で
は
随
分

と
西
ノ
島
町
も
変
化
し
て
い
る
と
い
ま
す
。

「
環
境
の
面
で
、
道
路
・
港
湾
が
綺
麗
に
整

備
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
し
、
水
道
も
整

備
さ
れ
良
質
な
水
が
行
き
届
い
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
た
ち
の
挨
拶
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
大
人
も
見
習
っ
て
欲
し
い
ほ
ど
。」

何
気
に
暮
ら
し
て
い
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。　

　

そ
れ
を
教
え
て
頂
け
た
一
言
で
し
た
。

　
「
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
観
光
地
を

訪
れ
た
が
、
国
賀
の
絶
景
は
全
国
ど
こ
へ

行
っ
て
も
そ
の
雄
大
さ
は
群
を
抜
い
て
一

番
。」
そ
う
話
す
佐
藤
会
長
か
ら
は
、
故
郷

西
ノ
島
町
に
対
す
る
、
誇
り
と
こ
れ
か
ら

へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
阪
府
に
在
住
の
奥
本
会
長
。

　

し
か
し
、
心
の
中
に
は
い
つ
も
故
郷
・
西

ノ
島
が
あ
り
、
西
ノ
島
町
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
は
昔
と
比
べ
る
と
、
若
い
人
が
減
り
、

観
光
客
も
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
以
前
と
比
べ
る
と
交

通
の
便
は
大
変
良
く
な
っ
た
と
感
じ
る
し
、

P
R
の
や
り
方
で
随
分
と
西
ノ
島
は
変
わ

る
と
思
う
。」
そ
う
、
言
わ
れ
ま
す
。

　

豊
か
な
水
産
資
源
を
活
か
し
、
イ
カ
や

魚
釣
り
好
き
に
焦
点
を
当
て
、
遊
漁
船
を

P
R
し
た
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
広
げ
、

行
き
や
す
い
島
を
目
指
す
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
お

二
人
や
様
々
な
出
郷
者
の
方
々
が
い
か
に
故
郷

を
思
い
や
っ
て
い
る
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

色
々
な
地
域
に
住
む
西
ノ
島
町
出
郷
者

の
方
々
に
は
、
色
々
な
場
面
で
、
西
ノ
島
町

を
応
援
し
て
頂
い
て
お
り
、
国
賀
会
を
通
じ

て
、
新
た
な
出
郷
者
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
賀
会
が
、
ま
す
ま
す
発
展

し
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
出
郷

者
の
心
の
支
え
に
な
る
会
に
育
つ
よ
う
、
西

ノ
島
町
も
応
援
い
た
し
ま
す
。

　

西
ノ
島
を
よ
り
行
き
や
す
い
島
へ


